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く第2回市議会臨時会〉

る構成決ま新しい議会

撚繋
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繋灘議長に斎木正義氏、副議長に小宮山達男氏

　
四
月
二
十
四
日
の
市
議
会
議
員
選

挙
に
当
選
し
た
新
議
員
に
よ
る
初
の

議
会
が
五
月
二
十
四
日
に
招
集
さ
れ
、

正
・
副
議
長
を
は
じ
め
、
新
し
い
議

会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
初
議
会
で
は
、
ま
ず
出
席
議

員
中
最
年
長
の
竹
内
真
議
員
が
臨
時

議
長
と
し
て
議
長
席
に
つ
き
、
仮
議

席
の
指
定
後
、
直
ち
に
議
長
選
挙
に

入
り
、
投
票
の
結
果
、
斎
木
正
義
議

員
が
当
選
。
つ
い
で
、
斎
木
議
長
が

議
長
席
に
つ
き
、
副
議
長
選
挙
に
入

り
、
投
票
の
結
果
、
小
宮
山
達
男
議

斎木議長小宮山副議長

員
が
当
選
し
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
議
員

議
席
の
指
定
、
会
議
録
署
名
議
員
の

指
名
の
の
ち
、
会
期
を
一
日
と
決
｛
馬

三
つ
の
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
を
選
任
し
、
各
委
員

会
の
正
・
副
委
員
長
が
互
選
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
議
会
運
営
委
員
長
よ
り

三
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
い

と
の
報
告
が
な
さ
れ
、
各
特
別
委
員

会
の
設
置
と
委
員
の
選
任
及
び
正
・

副
委
員
長
の
選
任
報
告
が
日
程
に
追

加
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
、
設
置
、
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
衛
生
施
設
組
合
議
会
・
広

域
事
務
組
合
議
会
・
伝
染
病
舎
組
合

議
会
・
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組

合
議
合
の
議
会
議
員
が
、
指
名
推
薦

に
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
長
提
案
さ
れ
た
専
決
処

分
の
承
認
、
監
査
委
員
の
選
任
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
は
原
案
ど
お
り

承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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議
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　
五
月
二
十
四
日
に
招
集
さ
れ
た
第

二
回
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
議

長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
法
制
定
以
来
三
十
六
年
。

こ
の
間
、
先
輩
諸
氏
の
築
い
て
こ
ら

れ
た
市
政
発
展
の
た
め
の
ご
努
力
と

歴
史
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
、
議
員

諸
氏
と
と
も
に
精
進
す
る
所
存
で
す
。

高
度
成
長
か
ら
安
定
経
済
へ
の
移
行
、

世
界
的
経
済
不
況
と
厳
し
い
経
済
情

勢
の
中
で
、
市
民
の
数
多
い
要
望
が

あ
る
中
で
、
市
政
が
選
択
さ
れ
て
ま

斎
木
正
義

い
り
ま
す
。
市
長
が
言
う
「
市
政
と

は
市
と
市
民
の
共
同
作
品
で
あ
る
」

と
い
う
考
え
方
を
踏
ま
え
、
地
方
公

共
団
体
は
住
民
が
基
盤
で
あ
る
か
ら

に
は
、
住
民
の
意
志
が
反
映
さ
れ
る

こ
と
は
当
然
で
す
が
、
議
会
機
能
を

発
揮
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
意
志

決
定
を
行
い
、
行
政
の
方
向
づ
け
を

誤
ら
ず
、
ま
た
住
民
に
か
わ
る
、
執

行
機
関
に
対
す
る
監
視
監
督
機
能
を

充
分
発
揮
し
て
市
民
の
負
託
に
応
え

た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

総務文教　歪員長遠田露市
　　　　　　副委貝長　樋口　熊蔵
　　　　旧名　　　　口　　　　｛

遠田総務文教　　　　　　佐藤　利雄

委　員　長　　　　　　斎木正義

雄
策
男
蔵
実
郎
松
一
男

辰
耕
和
謙
　
太
清
久
達

　
　
　
田
　
隆
　
　
　
山

林
野
上
保
木
山
島
口
宮

小
庭
野
久
斎
村
大
樋
小

長
長
員

　
員
員
委
委
副
委

建設企業
名『9

　
　
　
業
長

　
　
　
企

　
　
　
ん
　

　
　
　
艦
員

　
　
　
林

　
　
　
小
委

竹内真
大島昭三
飯塚．洲司

半間正
西川勝雄
丸山喜平
佐藤勝巳
佐藤一男
越村大吉

長
長
員

　
員
員
委
委
副
委

社会経済

竹内社会経済

委員長

上村仁平
庭野耕策
飯塚洲司
斉木　 実
半間　 正

佐藤勝巳
水野寛男
樋口　久一
小宮山達男

遠田金市
斎木正義
竹内　 真

／」・ホ多　清一

越村大吉
三輪定義
庭野誠助
久保田謙蔵

西川勝雄
村山隆太郎

大島清松
佐藤一男
小宮山達男

佐藤利雄
斎木正義

大島昭三
佐藤勝巳
野上和男
斎木　 実

丸山喜平
樋口　熊蔵

上村仁平
樋口　久一

小林辰雄
小宮山達男

橋本貞一
斎木正義

長
長
員

　
員
員
委
委
副
委

苗場山ろく

開発事業

長
長
員

　
員

・
員
委
委
副
委

上村苗場山ろく
開発事業委員長

産業開発対策

　　．繍甑　　12名

　　　　　　　委員長　樋口　久一

樋口議会運　　※議会運営委貝会は・

　営委員長　　各常任委員会から2
　　　　　　　　名が選出され、6名
で構成されており、　「議会の運営に関す

ること」　「議会関係の条例・規則などの

制定や改廃に関すること」　「儀礼その他

に関すること」などを所管します。

小杉産業開発

対策委員長

長
長
員

　
員
員
委
委
副
委

克雪対策

　　　12名

大島克雪対策

委員長

◎十日町市川西町衛生施設組合議会

　三輪定義、村山隆太郎、水野寛男、

　越村大吉、小林辰雄、小宮山達男、

　斎木正義、大島昭三、竹内真

◎十日町地域事務組合議会

　大島清松、小宮山達男、佐藤利雄、

　竹内　真

◎十日町地域伝染病舎組合議会

　半間　正、丸山喜平、佐藤一男、

　庭野耕策、小杉清一

◎魚沼スカイライン開発組合議会

　斎木正義、竹内　真
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市昆と語る日再開
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7月1日
　　午後3時～午後7時

一市役所市長室一
冬期間及び統一地万選挙の

ため休んでいた「市民と語る

日」を7目／日から再開します。

市民と語る日には4年間に

293組、／，594人力滲加していた

だきました。ことしは，「市民参カロのためのアンケー

トー」を実施し、その結果をもとに＼より充実した「市

民と語る日」をめざしています。

特に￥市の重点課題である「地域医療」「きもの首

都づくり」「青少年健全育成」などをテーマとした語

る日も実施します。7月／日は，フリーで行いますの

で＼町内や団体、個人の考えなど何でもご提案くださ

い。お問い合わせは市・企画広報係へ

承
認
・
同
意
さ
れ
た
議
案

▼
承
認
（
専
決
処
分
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻
雛
難

　
●
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
　
　
　
　
・
漆

　
●
昭
和
五
十
七
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
臆
”

・
昭
和
五
＋
七
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
雛
盤

．
＋
日
町
市
税
条
例
の
一
部
改
正
　
　
　
　
．
聴
鱗

▼
同
意
（
工
事
請
負
契
約
の
締
結
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
傍
繋

．
下
条
小
学
校
（
本
体
）
建
設
工
事
　
　
　
　
を
繍

　
●
馬
場
小
学
校
（
本
体
）
建
設
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
雛
鎌

●
吉
田
中
学
校
屋
内
体
育
館
（
本
体
）
建
設
工
事
　
　
議
糊

　
市
長
か
ら
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
に
久
保
田
謙
蔵
議
員
を
選
出
し
た

い
と
し
て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る

た
め
の
提
案
が
あ
り
、
賛
否
無
記
名

投
票
で
投
票
が
行
わ
れ
た
結
果
、
賛

成
多
数
で
久
保
田
議
員
の
選
任
に
同

久保田
監査委員

意
し
ま
し
た
。

久
保
田
議
員
の

　
　
監
査
委
員
選
任
に
同
意

☆本会議開催日数
3月（定）

4月（臨）

5月（臨）

6月（定）

9月（定）

10月（臨）

12月（定）

6日

☆各種委員会開催日数
　・総務文教常任委員会……19日

　・建設企業常任委員会……20日

　・社会経済常任委員会……25日

　・苗場山ろく開発事業特別委員会…4日

　・下水道建設特別委員会…………5日

　・豪雪対策特別委員会…・・………・2日

　・予算・決算審査全員特別委員会…6日

☆その他の会議
　・議会運営委員会…・……………・・11回

　・全員協議会…………・……・……・3回

☆議決件数
　3月（定）一32件　9月（定）一37件

　4月（臨）一5件　10月（臨）一4件

　5月（臨）一4件　12月（定）一27件

　6月（定）一13件

☆請願の審査状況
　3月（定）一6件　9月（定）一5件

　6月（牢！－7件　12月（定）一5件

☆一般質問者数
　3月（定）一7人　9月（定）一7人

　6月（定）一5人　12月（定）一7人

☆傍聴者数
　3月（定）一29人　9月（定）一15人

　4月（臨）一〇人　10月（臨）一〇人

　5月（臨）一5人　12月（定）一28人

　6月（定）一18人

※（定）…定例会（臨）…臨時会

記念式典会場から記念碑のある市民公園まで、

各国代表者とともに行進する両市長

「抵抗運動・ヨーロッパ」国際集

会であいさつする諸里市長

織

市長夫妻翻旨脇鯨籔に出席69
姉妹都市コモ市において、5月28日、ヨーロッパ抵抗運動記念碑除幕式が、ペル

チー二大統領をはじめヨーロッパ各国代表参列のもとに行われ、諸里市長夫妻も出

席しました。この記念碑は、第2次世界大戦中、ファシズムに抵抗して処刑されて

いった多くの自由を求める人々の闘いを記念して建立されたもので、彼等が生前に

残した言葉が刻まれています。この中には、十日町市長の橋渡しで送られた広島原

爆ドームの石も設置されています。

諸里市長は、除幕式翌日の国際集会であいさっし「十日町市民はきものという日

本人のもっとも伝統的で華やかな文化を創造することによって、一日が平和である

ことに感謝し、平和への熱心な貢献を続けています」と述べ、’それを若者に伝える

必要を訴えました。また最後に、コモ市の若者を8月下旬に受け入れたいと公式に

表明しました。

’麟鍵

　　　　　　麟
国際集会の会場となったビラ・オルモ市長夫妻の前にあるのが広島原
前でラウラ・クレリチさんの家族と　爆ドームの石、後方は記念碑

コモ市役所議場での記念式典で記
念品を交換し、握手する両市長

写真提供：サンケイ新聞

一下
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塚
ノ
、

　
だ
れ
で
も
年
を
と
れ
ば
，
も
の
忘
れ
を
し
ま
す
。
で
も
￥
自
分
の
名
前

ま
で
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
￥
失
禁
し
た
り
，
服
の
着
万
が
わ
か
ら
な
く
な

つ
た
り
、
妄
想
に
と
ら
わ
れ
た
り
し
て
￥
ふ
つ
う
の
生
活
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
で
す
。

　
で
も
，
そ
う
い
う
人
が
着
実
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
人
生
の
し
め
く
く
り
の
時
期
に
な
っ
て
ボ
ケ
に
み
ま
わ
れ
、
本
人
も
家

族
も
不
幸
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
ボ
ケ
の
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
病
気
ボ
ケ
（
や
ま
い
）
に
分
け
ら

ボ
ケ
と
は
　
れ
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
、
な
ぜ
人
は
老
い
て
ボ
ケ
る

　
ボ
ケ
と
い
う
言
葉
は
日
常
語
で
あ
　
　
の
で
し
ょ
う
か
…
…
？

り
、
厳
密
な
定
義
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
応
精
神
機
能
が
全
般
的
に
お
と
ろ

え
た
状
態
を
さ
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

　
程
度
は
ご
く
軽
い
も
の
か
ら
、
重

い
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
原
因
に
は
病
的
な
も
の
、
そ
う
で

な
い
も
の
と
あ
り
ま
す
が
、
大
ま
か

に
、　
自
然
ボ
ケ
（
な
ま
み
）

　
環
境
ボ
ケ
（
ま
わ
り
）

ボ
ケ
の
原
因

　
私
達
の
精
神
活
動
は
脳
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
な
人
で

も
年
を
と
る
と
、
脳
細
胞
の
数
が
減

っ
て
き
ま
す
。
誰
で
も
老
年
期
に
入

る
ど
あ
る
程
度
、
脳
は
小
さ
く
な
り

ま
た
、
軽
く
な
っ
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
ボ
ケ
は
単
に
年
を
と
っ
た
事
に

灘
赦

趣味を生かすのもボケの予防に

酵，蓼，該

跳」
／ノ’川

費

よ
る
変
化
だ
け
で
起
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
老
年
痴
呆
…
…
老
年
に
な

続
　
り
、
脳
の
萎
縮
が
進
ん

　
　
　
　
　
で
起
こ
る
病
気
。

　
　
　
　
　
タ

難
　
脳
血
管
性
痴
呆
．
．
…
．
脳
の

　
　
　
　
　
血
管
に
障
害
が
で
る
た

　
　
　
　
　
め
の
痴
呆
（
脳
硬
塞
、

　
　
　
　
　
脳
出
血
、
高
血
圧
、
糖

　
　
　
　
　
尿
病
、
動
脈
硬
化
な
ど

　
　
　
　
　
に
合
併
し
や
す
い
）

　
日
本
で
は
血
管
性
の
痴
呆
が
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
付
け

加
え
れ
ば
、
活
動
性
の
と
ぼ
し
い
人

ほ
ど
ボ
ケ
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
あ

り
ま
す
。ボ
ケ
の
実
態

　
老
人
の
二
十
人
に
一
人
が
老
人
ボ

ケ
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
七

十
五
歳
ま
で
は
女
性
よ
り
男
性
の
方

が
ボ
ケ
が
多
く
、
そ
れ
以
上
は
女
性

が
ボ
ケ
る
率
が
少
し
高
い
と
い
う
調

「
，
、
，
，
爾
葛
補
劇
、
『
瀦
ー
，
、
，
，
，
懸

撚xxxxxxxx鷲ζxx落ζxx落ζxxxxxxxx継撚躍

（十十十十十十九八七六五四三二一堅五酉ξ；r、ゴ．じ．』記薗』、f．昭童

、
じ
’

卜

最
近
の
事
が
記
憶
に
残
ら
な
い
（
忘
れ
っ
ぽ
い
）

関
心
が
自
己
中
心
的
に
な
る
。

過
去
の
事
を
話
し
た
が
る
。

よ
ぐ
、
グ
チ
を
言
う
。

囲
り
の
事
に
余
り
気
を
と
め
な
い
。

他
人
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
ず
、
一
人
で
い
た
い
と
思
う
。

新
し
い
事
を
身
に
つ
け
に
く
く
な
る
。

騒
々
し
い
事
に
神
経
質
に
な
る
。

知
ら
な
い
人
と
付
き
あ
う
の
が
お
っ
く
う
に
な
る
。

ヤ

急
い
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

世
の
中
の
移
り
変
わ
り
に
素
直
に
な
れ
ず
疑
い
深
く
な
る

自
分
の
感
情
に
こ
だ
わ
る
。

過
去
の
苦
労
話
を
好
ん
で
話
す
。

新
し
い
計
画
に
切
り
変
え
る
事
が
で
き
な
い
。

づ
ま
ら
な
い
も
の
を
集
め
、
喜
ん
で
い
る
。

（
以
上
の
項
に
五
つ
以
上
O
印
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
要
注
意
で
す
）

xx類にx》呂ζx落ζxx落ζ

ギ
英
翼
焚
麺
焚
麺
麺
英
榮
榮
翼
翼
焚
英
焚
英
麺
英
英
鼓
英
萸
麺
麺
麺
麺
萸
巽
英
巽
英
焚
菌
k

査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
人
口
が
約
四
万

九
千
人
、
そ
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以

上
の
老
齢
人
口
が
六
千
百
人
で
、
約

十
二
・
五
響
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

　
・
何
で
も
自
分
で
や
ら
な
い
と
気

　
が
す
ま
な
い
人
。

・
頑
固
な
人

。
く
ど
き
生

・
潔
癖
な
人

・
短
気
な
人

・
と
っ
つ
き
に
く
い
人

・
無
口
な
人

・
家
族
か
ら
大
事
に
さ
れ
て
自
分

の
仕
事
が
な
い
人

　　　認ぐ
，＆簿ぐ

ノ

イ
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ま
ず
個
人
的
な
予
防
　
　
　
．
肥
満
や
喫
煙
な
ど
も
危
険
因
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
り
ま
す
。

　
　
老
年
痴
呆
の
よ
う
に
原
因
不
明
で
　
　
　
・
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
て

　
さ
け
る
事
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
　
　
食
事
や
体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

ま
す
。
ま
た
、
一
方
、
個
人
の
力
や
社
　
　
　
行
う
事
が
大
切
で
す
。

会
的
対
策
で
予
防
で
き
る
部
分
が
す
　
　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
は
無
理
せ
ず
、
根
気

く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
（
歩
こ
う
、
動
こ
う
、
転
ば

　
　
特
に
個
人
酎
な
予
防
の
場
合
　
　
　
　
な
い
で
）

　
　
。
遅
く
と
も
四
十
代
の
頃
か
ら
、
　
　
　
・
豊
か
な
経
験
を
活
か
し
、
自
分

　
健
康
管
理
を
（
忙
が
し
す
ぎ
る
、
　
　
　
の
世
界
を
広
げ
よ
う
（
趣
味
や
ボ

　
　
ひ
ま
す
ぎ
る
は
程
々
に
！
）
　
　
　
　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
！
）

　
　
。
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
に
な
ら
な
　
　
　
い
ず
れ
老
年
期
を
迎
え
る
の
で
、

　
　
い
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
の
形

　
　
。
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
、
　
成
や
円
熟
さ
を
今
か
ら
心
が
け
る
事

　
心
臓
病
等
の
予
防
に
心
が
け
る
　
　
　
が
大
切
で
す
。

性
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
製
紺
損
螺
製
■
ー
ー
ー
蕊

陣
前
向
き
に
と
　
　
　
　
　
　
　
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劃

齢
　
適
当
に
サ
ボ
ル
こ
と
と
　
　
，
　
・
・
懇
篠
　
　
　
　
　
剛

“一

　
適
量
の
酒
と
　
　
る
が
、
年
と
欝
疲
れ
易
－
、
肩
こ
｝

酔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

廟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
も
覚
え
た
。
睡
眠
不
足
は
一
番
悪
融

◆喧“1』ひ・｝6酔rひ・・llhひ・Illトrひ1“1』●』喝1齢，・rひ・1911・rひ・・IIレ◆噂rll』ひ・。ll91・rひ，Ill』ひ．，唇Ilhひ，IIll・rひ，，酢Ilhひ．，eIlhひ

　チでヤしらむて
喜　 ＿，　月」　ツ　　盲一　　　＿　　、　由

郡市医師会長

山口誠士さん

　
患
者
さ
ん
に
は
説
教
す
る
が
、
さ

　
　
自
分
の
事
と
な
る
と
な
か
く

ゆ
む
つ
か
し
い
。
家
内
に
問
い
か
け
た

齢
ら
「
マ
イ
ペ
ー
ス
だ
も
の
、
健
康
で

砂
し
ょ
う
。
」
と
い
と
も
簡
単
に
オ
ッ
シ

砂
ヤ
る
。
然
し
イ
ラ
／
＼
、
セ
カ
く

蜘
で
失
敗
や
ら
後
悔
す
る
事
は
シ
ョ
ッ

◆
チ
ュ
ウ
だ
。

　
健
康
体
あ
っ
て
の
心
の
健
康
で
あ

、
一
。
マ
◆
睾
◆
睾
◆
も
◆
毒
◆
睾
◆
も
◆
≒
◆
も
◆
も
◆
も
◆
睾
◆
も
◆
毒
◆
睾
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
≒
◆
毒
◆
も
◆
≒
瓢

い
が
　
仕
事
の
量
が
能
力
を
超
え
た
斜

時
、
特
に
情
報
過
多
の
取
捨
撰
択
に
蜘

は
閉
口
す
る
。
　
一
知
半
解
に
な
っ
て
ゆ

も
困
る
し
、
つ
っ
こ
む
と
未
整
理
情
悼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

報
が
山
積
し
、
こ
れ
が
積
っ
て
ス
ト
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

レ
ス
の
大
き
な
塊
り
に
な
る
。
　
　
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
対
策
は
な
か
／
＼
う
ま
く
ゆ
か
な
創

い
が
、
適
当
に
サ
ボ
る
こ
と
と
、
ど
ゆ

う
せ
や
る
な
ら
前
向
き
に
と
り
組
む
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

こ
と
の
両
者
を
使
い
わ
け
よ
う
と
心
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
◆

掛
け
て
い
る
。
花
作
り
か
ら
格
下
げ
御

し
た
土
い
じ
り
、
山
遊
び
、
酔
う
為
引

に
こ
そ
飲
む
適
量
の
酒
は
大
い
に
佳
噛

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ド
？ ママハ4ぐ1い鉢　』ε》（，　松
　　　㌃豊ヲ勲
、’筋　 c踊
　　　　曳しし曳
　　　　ノ　　　　　　　入鯵・

家
庭
を
大
切
に

　
こ
の
よ
う
な
老
人
ボ
ケ
の
予
防
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
必
要
で
す

が
、
こ
れ
に
は
老
人
を
と
り
ま
く
人

々
、
特
に
家
族
の
協
力
が
と
て
も
大

切
で
す
。
お
年
寄
り
に
対
し
て
、
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
そ
れ
は
私
達
の
課

題
で
す
が
、
昭
和
三
十
八
年
に
制
定

さ
れ
た
老
人
福
祉
法
第
二
条
に
、
そ

の
な
す
べ
き
基
本
理
念
を
明
記
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　
「
老
人
は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

の
進
展
に
寄
与
し
て
き
た
者
と
し
て

敬
愛
さ
れ
、
か
つ
、
健
全
で
安
ら
か

な
生
活
を
保
障
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」

　
す
な
わ
ち
、
お
年
寄
り
は
家
庭
の

中
に
あ
っ
て
も
、
今
ま
で
社
会
に
貢

献
し
、
家
庭
を
維
持
し
て
き
た
大
切

な
人
な
の
で
す
か
ら
、
老
い
た
か
ら

ボ
ケ
た
か
ら
と
い
っ
て
病
院
ま
か
せ

に
し
て
良
い
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
家

族
み
ん
な
で
助
け
あ
い
な
が
ら
、
一

緒
に
く
ら
す
事
が
一
番
大
切
な
の
で

す
。　
老
人
の
身
体
的
特
徴
や
心
理
状
態

を
よ
く
理
解
し
て
老
人
に
と
っ
て
真

に
住
み
や
す
い
健
康
な
生
活
環
境
を

作
る
事
が
必
要
な
の
で
す
。

心
の
病
に
つ
い
て

　
「
病
気
か
な
…
…
」
と
思
っ
た
り

「
こ
の
ま
ま
だ
と
病
気
に
な
り
そ
う

だ
」
と
心
配
な
時
、
精
神
科
で
受
診

す
る
程
で
は
な
い
が
気
に
な
る
。
そ

ん
な
時
は
、
早
目
に
保
健
所
や
市
役

所
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
精
神
衛
生
相
談
員
な
ど

担
当
者
が
相
談
や
助
言
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　
相
談
の
あ
る
方
は
、
不
在
の
時
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話

を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
連
絡
先

　
十
日
町
保
健
所
（
費
七
ー
二
四
〇

　
　
〇
番
）

　
十
日
町
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
i

　
　
（
盈
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
五

　
　
〇
二
）
へ

“
シ

刀ド
F

ぜ
塩

∫忘
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、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
『
、
，
ち
．
．
甲
‘
、

第
二
回
出
稼
農
業
者

ヤ
ノ
ロ
じ
ロ
ゴ
も
ド
ゴ
ヤ
ダ
の
ロ
ロ
ゲ
ヘ
ロ
ロ
ニ
ヤ
ノ
　
じ
ロ
ゴ
ヤ
ゴ
ヤ
ノ
じ
ロ
　
ボ
ヤ
ゴ
ヤ
ノ
ド
　
ロ
ゴ
ヤ
ゴ
ヤ
ノ
ゆ
　
ロ
ゴ
ヤ
ゴ
ヤ
ノ
ち
ド
ゴ
ヤ
ロ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

暑
中
見
舞
は
が
き
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ロ

　
　
　
　
　
　
今
年
か
ら
三
種
類
発
売
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
幾
瀦
．
嘱
美
雁
雛
欝
鰻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
発
売
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
鳩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
は
、
絵
が
ら
を
一
種
類
増
や
猶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
「
つ
ば
め
」
　
「
は
ま
ゆ
う
」
に
加
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
“
戯
惹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
、
若
い
人
む
け
の
「
夏
の
絵
日
記
鳥

鰍
＼
☆
の
、
二
種
類
－
な
り
ま
し
発
｝

優
＼
〆
　
ぜ
ひ
、
盛
夏
の
中
の
一
ぷ
く
の
清
｝

　
＼
　
　
　
　
　
懸
『
懸
鷹
　
’
　
涼
剤
と
し
て
”
暑
中
見
舞
は
が
き
”
猶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
利
用
し
て
、
知
人
や
友
人
へ
心
の
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も
っ
た
夏
だ
よ
り
を
お
出
し
く
だ
湘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

臼
－
・
ち
、
ノ
9
『
．
り
。
‘
、
．
．
…
、
ダ
る
．
．
甲
‘
、
隆
・
三
、
’
，
9
一
．
『
8
、
・
■
…
、
ノ
鴛
．
．
‘
、
・
噸
…
、
’
冗
。
響
’
、
・
、
三
、
ノ
ち
．
．
．
‘
、
・
・
…
、
ノ
ち
『
．
。
‘
、
臼
・
…
、
’
ち
一
孕
．
‘
、
－
・
i
、
’
ち
．
．
甲
σ
、
噂
■
，
ち
、
♂
㌦
『
．
．
『
、
－
■
甲
二
、
♂
㌦
．
．
。
‘
、
．
～
㌔
ノ
ち
量
．
。
‘
、
．
・
。
㌧
、
ノ
㌃
．
響
．
’
、
・
～
㌔
ノ
鴛
．
。
‘
◎
．

　
　
帰
省
大
会
開
催

　
十
日
町
市
出
稼
者
組
合
連
絡
協
議

会
（
尾
身
益
雄
会
長
）
で
は
、
出
稼

農
業
者
が
帰
省
後
一
堂
に
会
し
、
お

互
い
の
健
康
を
喜
び
あ
い
、
反
省
と

激
励
を
兼
ね
て
「
出
稼
農
業
者
帰
省

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
六
月
十
七
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～

会
場
　
十
日
町
市
農
協
福
祉
会
館

会
費
　
二
千
円

記
念
講
演

　
「
十
日
町
市
の
米
づ
く
り
」

　
　
　
木
戸
三
夫
先
生

　
　
　
　
　
（
新
大
名
誉
教
授
）

　
※
参
加
の
取
り
ま
と
め
は
、
組
合

役
員
、
リ
ー
ダ
ー
が
行
い
ま
す
。
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

、
！
■
．
一
9
．
‘
、
．
・
一
；
、
ノ
、
、
．
隆
。
’
、
．
♂
二
、
’
■
ρ
「
．
。
『
、
．
」
9
，
、
ノ
．
・
響
．
．
‘
、
9
♂
＝
、
ノ
ち
．
．
．
‘
、
．
・
甲
9
■
、
ノ
甲
・
「
．
．
『
、
－
9
3
，
、
ノ
9
・
。
。
．
‘
、
．
・
9

一「一
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ツ
織
灘
タ
観
繋
簾
応
検
査
・
霧
G
麟
接
種
を
鐵
施

　
昭
和
五
十
八
年
度
結
核
予
防
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
B
C
G
接
種

を
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

該
当
者
　
O
昭
和
五
十
七
年
生
ま
れ

の
人
全
員
、
口
四
歳
未
満
の
人
で
、

昨
年
ッ
反
が
陰
性
、
疑
陽
性
の
人
（
ッ

反
検
査
を
二
回
受
け
、
効
果
判
定
を

受
け
た
人
を
除
き
ま
す
）
　
口
四
歳

未
満
の
人
で
、
今
ま
で
ツ
反
検
査
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
人

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
前
後
の
注

意
O
当
日
、
会
場
で
接
種
券
を
記

入
し
ま
す
。
保
護
者
が
同
伴
で
き
な

い
場
合
は
前
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー

に
と
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。
口
母
子

健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
（
忘
れ
た
場
合
は
検
査
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
）
　
ロ
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
接
種
後
は
、
も
ん
だ
り
、
こ
す
っ

た
り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
当
日

の
入
浴
は
避
け
ま
し
ょ
う
　
四
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
接
種
後
、
B
C
G
の
問
診

票
を
渡
し
ま
す
。

判
定
・
B
C
G
接
種
前
後
の
注
意

地
　
区
　
名

ツ
ベ
ル
タ
リ
ン

判
定
・
B
C
G

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

月
　
　
　
　
　
日

月
　
　
　
　
　
日

川
治
小
学
校
区

八
箇
小
学
校
区

6
月
2
1
日

○

（
火
）

6
月
2
3
日

（
木
）

午
後
1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

吉
田
小
学
校
区

午
後
2
時
　
　
　
～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ヶ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

名
ヶ
山
小
学
校

十
日
町
小
学
校
区

赤
倉
小
学
校
区

6
月
2
2
日

　
（
水
）

6
月
2
4
日

　
（
金
）

午
後
1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

六
箇
小
学
校
区

6
月
2
8
日

　
（
火
）

6
月
3
0
日

　
（
木
）

午
後
2
時
　
　
　
～
2
時
2
0
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

野
中
小
学
校

馬
場
小
学
校
区

6
月
2
9
日

（
水
）

7
月
－
日

（
金
）

午
後
2
時
　
　
　
～
2
時
2
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

珠
田
小
学
校

中
条
小
学
校
区

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
2
0
分

中
条
小
学
校

東
小
学
校
区
7
－
日
月
5
口
口

　
（
火
）

7
－
日
月
7
口
口

　
（
木
）

午
後
1
時
4
5
分
～
2
時
4
5
分

東
　
小
　
学
　
校

下
条
小
学
校
区

7
月
6
日

　
（
水
）

7
月
8
日

（
金
）

午
後
1
時
1
5
分
～
1
時
4
5
分

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
2
0
分
～
2
時
3
0
分

東
下
組
小
学
校

水
沢
小
学
校
区

7
月
1
2
日

（
火
）

7
月
1
4
日

（
木
）

午
後
1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

水
沢
出
張
所

鐙
島
小
学
校
区

午
後
2
時
　
　
　
～
2
時
2
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

真
田
小
学
校

飛
一
小
学
校
区

7
月
1
9
日

（
火
）

7
月
2
1
日

（
木
）

午
後
2
時
　
　
　
～
2
時
2
0
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

枯
木
又
分
校

西
小
学
校
区

7
月
2
0
日

　
（
水
）

7
月
2
2
日

　
（
金
）

午
後
1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

　
O
問
診
票
は
全
て
記
入
し
、
印
か

ん
を
つ
き
、
母
子
健
康
手
帳
も
忘
れ

ず
に
、
口
接
種
日
の
朝
、
昼
、
体
温

測
定
を
忘
れ
ず
に
、
口
B
C
G
接
種

後
は
も
ん
だ
り
、
こ
す
っ
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
、
当
日
の
入
浴
は
避
け

ま
し
よ
う
。

ツ
反
検
査
及
び
B
C
G
接
種
を
受
け

ら
れ
な
い
人

　
O
前
回
の
ツ
反
で
反
応
の
強
か
っ

た
人
。
口
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
に
か

か
っ
て
い
る
人
。
口
著
し
い
栄
養
障

害
、
重
症
ま
た
は
有
熱
の
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
人
。
四
日
本
脳
炎
予
防

接
種
後
一
週
間
経
過
し
な
い
人
。

　
※
市
内
に
住
所
の
な
い
人
が
接
種

を
受
け
る
場
合
は
、
住
民
登
録
の
あ

る
市
町
村
か
ら
予
防
接
種
依
頼
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
リ
燐
罪
藷
蒙
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
鍋

療
養
講
演
会
ど

　
　
　
療
相
会
の
謬
案
内

日
時
　
六
月
十
九
日
（
日
）
，

　
　
　
午
後
一
時
半
～
四
時

会
場
　
中
越
婦
人
会
館

　
　
　
　
　
（
長
岡
市
城
内
町
）

講
師
　
一
橋
一
郎
先
生

　
　
　
（
長
岡
中
央
病
院
整
形
外
科
）

療
相
　
日
頃
の
療
養
中
の
問
題
点
を

　
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
連
絡
先
　
鈴
木
光
（
長
岡

市
、
智
〇
二
五
八
ー
三
四
－
四
六
二

二
番
）
へ

日
本
海
中
部
地
震

　
　
　
義
え
ん
金
募
集

　
秋
田
県
を
中
心
に
お
そ
っ
た
地
震

の
傷
あ
と
は
大
き
く
、
今
な
お
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
地
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
義
え
ん
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

期
問
　
六
月
一
日
～
三
十
日

取
扱
い
　
現
金

　
義
え
ん
金
は
、
市
社
会
福
祉
事
務

所
内
、
日
赤
十
日
町
市
地
区
へ

流
行
性
肝
炎
患
者

発
生
増
加
の
き
ざ
し

　
最
近
、
県
内
各
地
に
ウ
イ
ル
ス
肝

炎
A
型
患
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
流
行
性
肝
炎
は
口
か
ら
入
っ
た
ウ

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
き
る
肝
蔵
病
で
、

放
置
し
て
お
く
と
慢
性
化
し
て
な
お

り
に
く
く
な
る
病
気
で
す
。

　
次
の
点
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い

一
、
発
熱
、
全
身
が
だ
る
い
、
食
欲

不
振
、
は
き
け
、
腹
部
不
快
感
な
ど

の
症
状
の
あ
る
時
は
早
目
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

二
、
過
労
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ

ナ
ま
し
ょ
・
つ
。

三
、
手
洗
い
の
励
行
（
調
理
前
、
用

便
後
は
特
に
て
い
ね
い
に
）

胸
部
獅
㌶
撮
影
・
循
環
器
検
診
ぼ
程

検
診
月
日

検
診
時
間

検
診
会
場

対
　
象
　
地
　
区

6
月
2
2
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

中
条
公
民
館

峠
・
梅
沢
・
中
条
新
田
・
北
原

午
後
1
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

中
条
旭
町
・
中
条
島

6
月
2
3
日
㈲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

八
箇
小
学
校

笹
之
沢
・
落
之
水
・
池
之
平

孕
石
・
長
里
・
椌
木

午
後
1
時

～
午
後
2
時
3
0
分

関
浅
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

関
根
1
・
2
・
浅
之
平

6
月
2
4
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

羽
　
根
　
川
　
荘

山
谷
・
麻
畑
・
田
麦
・
ニ
ツ
屋

午
後
1
時

～
午
後
2
時

羽
　
根
　
川
　
荘

中
村

午
後
2
時
1
5
分

～
午
後
3
時

船
坂
公
民
館

船
坂

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
。

※
3
5
歳
以
上
の
か
た
は
、
血
圧
測
定
、
検
尿
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
も
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
循
環
器
健
康
診
断
（
血
圧
測
定
、
検
尿
）
の
受
診
者
は
百
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
子
宮
ガ
ン
検
診
申
し
込
み

　
　
　
　
　
締
切
り
は
＋
五
日

　
五
月
二
十
五
日
付
の
市
報
で
お
知

ら
せ
し
た
子
宮
ガ
ン
検
診
の
申
し
込

み
締
切
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
申
し
込
み
を
済
ま
せ
て
い
な

い
方
は
、
早
め
に
、
嘱
託
員
さ
ん
を

通
じ
て
各
戸
に
回
覧
さ
れ
た
申
込
書

で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
締
切
　
六
月
十
五
日

対
象
者
　
満
三
十
歳
以
上
の
希
望
者

実
施
医
療
機
関

　
丸
山
医
院
（
西
寺
町
）

　
中
条
病
院
（
北
原
）

　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）

　
※
申
し
込
み
者
の
人
数
に
応
じ
て

希
望
の
医
療
機
関
を
変
更
し
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

実
施
期
問
（
予
定
）

　
七
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日
ま
で

　
※
期
間
を
過
ぎ
て
受
診
す
る
と
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
五
月
二
十
五
日
付
市
報

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

防
火
管
理
者

資
格
付
与
講
習
会
開
催

期
臼
　
七
月
七
日
～
八
日
の
二
目
闘

会
場
　
十
臼
町
地
域
溝
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
治
内
後
）

申
込
期
間
　
六
月
二
十
日
～
三
十
日

申
込
み
先
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部

　
予
防
課
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市
民
生
活
課
窓
口
の
装
い
が
か
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
一
日
か
ら
ー
市
民
生
活
課
・
事
務
改
善
室

　
昨
年
か
ら
、
住
民
実
態
調
査
を
行

い
準
備
を
進
め
て
来
た
コ
ン
ピ
ユ
ー

タ
業
務
開
発
は
順
調
に
進
み
、
既
に

今
春
の
統
一
地
方
選
挙
業
務
な
ど
に

は
、
完
成
し
た
住
民
記
録
の
高
度
利

用
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
七
月
一
日
か
ら
は
、
ク
ロ

ス
ー
0
内
に
設
置
さ
れ
た
ホ
ス
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
電
話
回
線
で
連
結
し
た

市
民
生
活
課
窓
口
の
オ
ン
ラ
イ
ン
業

務
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
務
改

善
に
あ
わ
せ
市
民
生
活
課
窓
口
の
装

い
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

　
　
　
よ
る
窓
ロ
改
善

　
従
来
、
お
客
様
の
待
ち
合
い
場
所

（
通
路
）
が
狭
く
、
ま
た
カ
ウ
ン
タ

ー
が
高
い
た
め
不
便
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
七
月
一
日
か
ら
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
カ
ウ
ン
タ
ー
を
低
く
し
、
お
客
様

か
ら
は
担
当
職
員
と
向
い
合
わ
せ
に

椅
子
に
座
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

②
カ
ウ
ン
タ
ー
前
の
通
路
が
広
く
な

り
ま
す
。

③
市
民
生
活
課
と
税
務
課
間
の
ラ
イ

ト
シ
ャ
フ
ト
（
明
り
と
り
）
を
改
造

し
、
申
請
書
等
の
記
載
台
や
椅
子
を

設
置
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
申
請
書

等
の
記
載
や
手
続
き
に
長
い
時
間
が

か
か
る
場
合
は
、
お
休
み
い
た
だ
く

場
所
と
な
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
る
業
務

　
将
来
は
印
鑑
証
明
の
即
時
発
行
等

を
行
う
計
画
も
あ
り
ま
す
が
、
当
面

次
の
業
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
・
住
民
異
動
処
理
（
転
入
・
転
出
・

出
生
・
死
亡
等
）

　
・
住
民
票
写
し
の
発
行

　
・
転
出
証
明
書
の
発
行

　
・
転
入
通
知
書
の
発
行

　
・
住
民
票
原
本
の
作
成

こ
れ
ら
の
処
理
が
即
時
に
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
毎
月
一
日
現
在
の
人
口
統

　
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ト
ピ
ツ
ク
ス
●
●
●
●
外
字
●
●
●
●

　
氏
名
に
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
で
日

本
工
業
規
格
の
登
録
漢
字
に
な
い
も

の
を
『
外
字
』
と
い
い
ま
す
。
…
…

十
日
町
市
に
は
こ
の
文
字
が
二
百
六

十
九
字
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

　
沢
－
澤
　
徳
－
徳
　
蔵
－
藏
　
隆

－
隆
　
高
ー
高
　
瀧
ー
瀧
泰
－
秦

・
…
秦
・
恭
　
な
ど
で
す
。

　
戸
籍
の
届
出
に
よ
る
文
字
は
、
住

民
票
に
も
そ
の
ま
ま
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
一
字
一
字
作
成
し

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
外
字
（
旧
字
・
誤
字
・

俗
字
）
を
常
用
漢
字
に
直
す
場
合
は

届
出
に
よ
り
簡
単
に
で
き
る
の
で
す
。

計
（
行
政
区
別
、
地
区
別
、
男
女
別
、

年
齢
別
の
人
口
等
）
や
人
口
動
態
状

況
、
住
民
に
関
す
る
各
種
統
計
が
完

全
に
把
握
・
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
出
張
所
で
の
業
務
は
、
今

ま
で
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
…
…

　
　
　
　
高
度
利
用
へ

　
今
ま
で
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
も

の
が
正
確
か
つ
迅
速
に
進
め
ら
れ
る

こ
と
は
事
務
効
率
の
面
か
ら
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ま
す
。

　
人
口
統
計
が
他
の
行
政
分
野
で
の

重
要
な
基
礎
資
料
と
な
る
と
と
も
に

既
に
次
の
よ
う
な
業
務
へ
高
度
利
用

が
開
発
さ
れ
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
・
選
挙
に
お
け
る
有
資
格
の
判
定

と
抄
本
、
入
場
券
の
発
行

　
・
小
中
学
校
入
学
児
童
生
徒
の
把

握
と
入
学
通
知
書
の
発
行

　
・
成
人
式
該
当
者
の
把
握
と
案
内

状
発
行

　
・
老
人
保
健
法
該
当
者
の
把
握
と

異
動
状
況
の
把
握

　
・
国
民
年
金
二
十
歳
到
達
予
定
者

リ
ス
ト

　
・
商
工
思
い
出
事
業
（
誕
生
記
念

植
樹
祭
）
該
当
者
リ
ス
ト

　
・
福
祉
各
種
名
簿
作
成

　
以
上
の
業
務
の
ほ
か
、
本
年
度
は

税
、
下
水
道
使
用
料
金
及
び
し
尿
処

理
集
計
シ
ス
テ
ム
等
、
行
政
の
あ
ら

ゆ
る
方
面
へ
の
利
用
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

u
o
o
o
亘
o
亘
o
o
口
壺
o
o
o
唾
o
麺
唾
墓
o
o
口
唾
o
亘
唾
o
亟
口
亘
o
o
o
亘
o
亘
o
口
o
o
o
亘
x
墾
麺
o
而
x
口
o
o
o
o
o
o
o
o
口
o
亟
亘
塾
亘
口
o
口
唾
n
x
o
唾

×＝＝製×＝：⊃《眉×口×＝＝××＝＝》《目×＝＝》《×＝＝k×＝＝×》に⊃《》⊂＝xo×＝＝H眉⊃《o阻⊃《×＝ン

施設見学会が始まります

　市民の皆さんが普段なかなか接することの

できない市の施設を実際に見学し、市政に関

する認識や理解を深めてもらうために実施す

る施設見学会です。

　今年度からは、対象者を親子・個人・団体

と明確に区分するとともに、それぞれの実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ月日を決め、定員にな｝）次第に締切るといっ

方法で実施することになぴ）ました。参加希望

の人は、お早目に申し込んで下さい。（申込

締切は6肩30日です）

■参加料…無料です（ただし昼食は各自負担）

■時　問…午前9時～午後4時
■コース…対象別にそれぞれ掬コースを設定

親子コースー小坤学生を対象に

　黙夏休みを利用し親子での社会学習を、

　　　8月2日（幻・8日（月）

　　　＜定員はそれぞれ60名＞
月
碇
ス
溝
｝
・
現

　
　
　
霧

　
　
学
辮
ク
跡

　
　
見
売

　
　
※
卸
場
根

売辮場一溝防署一下水遵終宋処理場一笹山野球

一クPス10（昼食〉一森林公園一ゴルフ場一赤羽

遺跡発掘現場一衛生センター一

※見学コース

卸売市場一武道館・博物館一下水道終末処理場一

笹山野球場一ク臼茨10（昼食〉一弁天池一森林公園

一魚沼スカイラインー織物工場一衛生センター

団体：コース・・⑳人噸人以内の団体

瑚20購25醗26鰹27購
鯛4日献9鹸310日欝19圓㈹29日（月1

※綱年参撫藩が岡じ団体は謬遠慮ください。

樺熱㈱細融嫉第綱ります・
※モデルコース（見学施設は串込団体と協議）

簿売甫場一董水道終末処理場一神宮寺一笹山野球

場一ク覆ス鑑蟹昼食）一弁天池一森林公園一魚沼ス

汐イラインー衛生センター

『
唾
o
o
o
o
o
o
蔓
o
唾
o
o
口
麺
o
o
o
垂
唾
o
o
廼
亟
唾
o
o
o
垂
o
亘
唾
壺
唾
o
o
口
亟
o
o
壺
口
壺
口
o
o
o
壼
o
唾
o
o
亘
o
口
o
亘
o
「
o
o
垂
o
o
o
亘
o

申し込み市役所総務課企画広報係1
問い合わせ先（智7－3111番㊥213・214），1

×＝＝＝図×＝＝＝H目》《＝＝＝）くH＝＝＝××＝＝＝》《》《＝＝＝》く眉》《》《＝＝＝》《窟》《》《＝＝＝》《》目H＝＝＝》《層《H＝＝＝》《膣》《》《＝＝＝》《》《＝＝＝レ《×二x

口
亘
0
直

t　
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おたくの蟻松の木“大丈夫ですか

．
μ

9
’
　
，
、

’

■
』

　
“
マ
リ
ク
イ
ム
シ
”
は
＼
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
り
松
が
枯
れ

る
と
い
う
現
象
で
す
が
￥
昭
和
四
十
六
年
に
発
生
し
て
以
来
￥
全
国
的
に

被
害
が
拡
が
っ
て
い
る
松
の
大
敵
で
す
。
県
下
で
は
．
昭
和
五
十
二
年
に

塩
沢
町
で
発
生
し
た
の
が
最
初
で
す
が
．
つ
い
に
五
目
中
旬
．
市
内
で
も

被
害
木
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
被
害
が
拡
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
＼
早
め
に
枯
木
の
処

分
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
＼
早
期
発
見
．
早
期
駆
除
が
被
害
の
拡
大

を
防
ぐ
唯
『
の
万
法
で
す
。
こ
れ
ら
の
万
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
＼

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
防
の
唯
一
の
方
法
は
…
早
期
発
見

　
早
期
発
見
が
マ
ッ
ク
イ
ム
シ
被
害

の
拡
大
を
防
ぐ
第
÷
の
方
法
で
す
。

そ
の
早
期
発
見
の
要
点
と
し
て

①
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
の
松
、
特

に
病
気
に
か
か
っ
た
松
の
大
枝
が
折

れ
た
り
、
移
植
後
間
も
な
く
弱
っ
て

い
る
松
及
び
老
木
な
ど
が
あ
ぶ
な
い
。

②
他
の
松
と
比
べ
て
緑
が
薄
い
な
ど

葉
に
元
気
の
な
い
松
は
、
す
で
に
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
た
か
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
梢
の
方
か
ら
下
に
向
か
っ
て
枯
れ

マツノザイセンチュウに寄生され

たマツノマダラカミキリの成虫が

とびたつ。

は
じ
め
た
松
は
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の

被
害
が
現
わ
れ
た
も
の
で
す
。
他
の

木
へ
の
波
及
を
防
ぐ
た
め
伐
倒
し
、

消
毒
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

陛幽差霧1ラ
　　　　　亭
マツノマダラカミキリの幼虫にマ

ッノザイセンチュウが寄生する。

　　　　　亭

消
毒
方
法

松が枯れる

マツノザイセンチュウが木の

中で増え、松の生理機能をく

るわす。

　　　　　倉

マツノマダラカミキリが、健

全な松の若枝の皮を食ベマツ

ノザイセンチュウを移す。

　
早
期
発
見
を
し
、
そ
れ
を
早
期
に

駆
除
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
消
毒

方
法
が
あ
り
ま
す
。

■
松
を
伐
倒
し
、
径
が
約
三
セ
ン
チ

材
以
上
の
部
分
と
そ
れ
未
満
の
部
分

に
分
け
、
三
セ
ン
チ
材
以
上
に
つ
い

て
は
消
毒
を
し
ま
す
。
　
（
商
品
名
、

ス
ミ
バ
ー
ク
）
　
未
満
の
部
分
は
焼

却
し
ま
す
。
な
お
、
三
セ
ン
チ
層
以

上
の
も
の
も
即
焼
却
で
あ
れ
ば
効
果

が
あ
り
ま
す
。

★
消
毒
後
薬
剤
が
松
の
中
に
浸
透
す

る
期
間
（
二
週
間
）
は
、
移
動
が
禁
止

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
被
害
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
「
枯
れ
松
」
を
見
つ
け

た
ら
、
市
役
所
農
林
課
耕
地
林
務
係

（
費
七
…
＝
二
一
一
内
線
三
三
四
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

職業訓繍擬灘叢醐驚毫案施職
業
訓
練
校
（
費
七
－
一

に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
…
新
潟

県
商
工
労
働
部
職
業
訓
練
課
（
〒
九

五
一
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
　
智

〇
二
五
二
－
二
三
ー
五
五
二
番
）

　
新
潟
県
で
は
、
職
業
訓

練
法
に
基
づ
い
た
職
業
訓

練
指
導
員
の
資
格
取
得
の

た
め
の
試
験
を
実
施
し
ま

す
。■
試
験
期
日
…
…
七
月
二

十
四
日
㈲

■
試
験
地
…
…
新
潟
市
、

長
岡
市
、
上
越
市

■
申
請
受
付
期
限
…
…
六

月
十
八
日
ω
ま
で
。
申
込

み
用
紙
は
、
十
日
町
高
等

　
　
　
　
　
　
一
〇
五
番
）

　
防
犯
難
．
晦
寄
贈

　
　
　
　
－
東
北
電
力
－

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
星

野
和
男
所
長
）
で
は
、
毎
年
市
に
防

犯
灯
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
六
灯
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
防
犯
灯
の
設
置
要
望
は
多
く
、
市

で
は
、
よ
り
有
効
な
地
域
に
設
置
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

㏄
”
8
0
0
。
口
。
。
0
8
0
。
O
口
。
O
巳
。
0
0
。
O
0
8
臼
。
。
0
8
0
0
0
0
0
Q
臼
O
O
O
8
臼
O
。
口
。
O
臼
O
。
O
O
。
0
8
0
0
0
0
。
O
O
8
e
8
0
8
0
O
O
a

ロロ

㎝
ズ
6
　
ん

。・

　
　
一

ロ
　
リ
恥
　
さ

。
　
シ
　
　
　
　
ル

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ロ
…
　
セ
　
　
　
ロ

O　
　
　
　
　
　
　
　
樋

。
㎜
訓

O
，
　
　
　
　
η

O　
　
　
　
　
　
　
　
旧

⊂⊃

　
　
　
　
　
　
　
　
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
田

口Oロロ皿
き
も
の
で
唄
う

O㎜
十
日
町
小
唄
日
本
一

〇
　
　
五
月
二
十
二
日
、
第
二
回
十
日
町

『『
小
唄
優
勝
大
会
が
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
か

皿
れ
、
見
事
日
本
一
に
な
っ
た
の
が
田

…
川
町
の
樋
ロ
ハ
ル
さ
ん
。

鼎　㎜
　
「
十
日
町
小
唄
を
唄
う
時
に
は
、

　
き
も
の
を
着
た
冬
の
女
め
人
や
、
苦

。
　
　
　
ご
　
、

。・

し
み
な
カ
ら
　
苦
し
み
な
が
ら
機
を

O㎝
織
っ
て
い
る
女
を
頭
に
描
き
な
が
ら

　
唄
う
ん
で
す
よ
。
先
生
の
半
間
星
童

　
・・

さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

　ロ
か
な
か
唄
え
な
く
て
、
夜
ご
と
に
考

　
え
つ
づ
け
た
末
の
こ
と
で
す
」

O
・。

　
審
査
委
員
長
の
春
日
由
三
元
十
日

一鰍
町
市
長
が
、
そ
の
情
緒
豊
か
な
唄
い

皿
か
た
を
絶
賛
し
た
影
に
、
そ
ん
な
苦

O㎝
労
が
あ
っ
た
の
で
す
。

零
　
「
雪
・
き
も
の
・
女
の
人
　
十
日

…
町
小
唄
、
最
高
に
ピ
ッ
タ
リ
し
ま
す

口　㎜

ね
。
き
も
の
と
雪
と
十
日
町
小
唄
を

　
こ
れ
か
ら
も
唄
い
つ
づ
け
て
ゆ
き
た

。
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

。・

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
え
え
　
勿
論

O㎝
き
も
の
姿
で
」
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O
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O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
「
ナ
ツ
メ
ロ
同
好
会
に
入
っ
て
も
㎝

う
三
十
年
。
ほ
と
ん
ど
ス
テ
ー
ジ
で
　

も
着
物
で
通
し
て
き
ま
し
た
。
ナ
ツ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

メ
ロ
も
”
旅
の
夜
風
”
や
”
人
妻
椿
急

”
岸
壁
の
母
”
な
ど
、
き
も
の
で
う
蟷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
う
唄
が
好
き
な
ん
で
す
」
　
　
　
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
「
き
も
の
は
自
分
の
気
持
ち
を
落
㎝

ち
つ
か
せ
て
く
れ
る
し
、
引
き
し
め
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

て
く
れ
ま
す
よ
ね
。
奥
が
深
く
て
、
上
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
に
着
よ
う
と
し
て
も
、
次
か
ら
次
　

へ
と
不
満
の
と
こ
ろ
が
で
て
き
ま
す
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

し
ね
」
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
「
女
の
人
の
き
も
の
姿
が
一
番
き
二

ま
る
の
が
入
梅
時
と
雪
の
時
。
入
梅
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

時
に
あ
う
の
は
結
城
の
緋
、
雪
の
中
『

の
き
も
の
姿
は
、
女
の
人
な
ら
本
当
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
誰
で
も
美
し
く
見
え
ま
す
よ
ね
。
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

雪
国
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
、
つ
㎝

く
づ
く
思
う
瞬
問
で
す
ね
」
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
コ

　
「
女
の
人
は
、
誰
で
も
き
れ
い
に
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

な
り
た
い
、
自
分
を
一
番
美
し
い
状
『

態
に
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

す
。
き
も
の
は
魔
法
み
た
い
な
も
の
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

で
、
し
ぐ
さ
や
ら
何
や
ら
が
、
身
体
　

の
中
か
ら
フ
ィ
ッ
ト
す
る
ん
で
す
ね
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

き
も
の
は
大
好
き
で
す
」
　
　
　
　
㎝

『
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
巳
o
o
O
o
o
∩
月
H
U
o
O
O
o
O
O
o
o
O
O
o
O
O
o
戸
、
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●
　
●
　
●
　
●
　
㈹・

り
、カるあが山に

　　　　賊

訪なたも

　
市
内
に
山
岳
協
会
が
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す

が
、
山
の
愛
好
者
は
数
多
く
い
ま
す
。

　
あ
す
な
ろ
会
（
南
雲
幸
次
会
長
）
と
山
路
野
会
（
中
林
銃
太
郎
会
長
）

は
、
年
代
や
職
域
を
超
え
て
、
山
を
愛
す
る
人
達
が
集
っ
て
、
登
山
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
そ
の
他
日
常
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
頑
張
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
。

　
こ
よ
な
く
山
が
好
き
な
か
た
は
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
活
躍
す

る
こ
と
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
あ
覇
な
翰
、
会

　
昭
和
四
十
年
に
創
立
以
来
、
　
「
安

全
登
山
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
十
八
年
も

の
長
い
間
、
活
動
し
て
来
た
グ
ル
ー

プ
で
す
。
登
山
と
い
う
会
そ
の
も
の

の
活
動
か
ら
、
一
般
市
民
対
象
に
し

た
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
の
実
施
な
ど
ま

で
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
山
登

り
を
始
め
た
人
、
こ
れ
か
ら
始
め
よ

う
と
し
て
い
る
人
、
気
軽
に
入
会
で

き
る
の
も
こ
の
会
の
特
色
の
ひ
と
っ

で
す
。

　
ん
　
さ
）

長
次
村

会
幸
中

　
雲
（

　
南

　
モ
ー
タ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達

は
、
人
間
に
自
分
の
足
で
歩
く
こ
と

を
忘
れ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

四
季
を
通
じ
て
の
山
歩
き
で
自
然
の

雄
大
さ
を
満
喫
し
て
い
る
の
が
、
私

達
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
苦
労
し
て
頂

上
に
登
っ
た
と
き
、
生
き
て
い
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
で
き
る

の
で
す
。

　
日
帰
り
の
山
行
き
か
ら
、
夏
山
縦

走
、
沢
登
り
、
ス
キ
ー
な
ど
幅
広
く

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
”
山
”
と
い
う
自
然
と
　
人
と
の

”
心
”
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
山
を
愛
す
る
以
上
に
、
”
友
”

を
お
も
い
、
仲
間
と
と
も
に
苦
し
み

を
越
え
た
喜
び
を
味
わ
い
た
い
…
…

そ
ん
な
こ
と
を
目
的
に
、
今
後
も
頑

張
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　市民パイキングヘのおさそい

職七蹴）轟塗藤
・鶉摯灘わせ麟、雛§鐸1、疑，謹

　　南雲幸次さんへ夷欝鵜糠．繍
（暦H6。9番）繋講巡

リ
キ
き
ニ｝｝

幽
路
野
会

　
創
立
以
来
二
十
二
年
目
を
む
か
え

約
五
百
人
を
超
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
仲
間
達
に
育
て
ら
れ
て
来
た
グ

ル
ー
プ
。
市
内
軽
沢
に
「
か
れ
ぞ
う

山
荘
」
と
い
う
山
小
屋
を
も
ち
、
家

族
ハ
イ
キ
ン
グ
．
・
キ
ャ
ン
プ
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
は
、
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ド
の
山
歩
き
の
中
で
も
、

い
ろ
い
ろ
な
個
性
が
躍
動
す
る
の
が

会
の
特
色
で
も
あ
軌
ま
す
。

ミ

懸
ミ
ミ
嚢
蔓
§
ミ
ミ
謡
§
ミ
塾
§
ミ
ミ
ミ
§
葦
ミ
讐
ミ
ミ
懸
垂
、
ミ
塾
ミ
ミ
寒
、
ミ
寒
ミ
ミ
寒
ミ
ミ
§
ミ
ミ
寒
ミ
§
辱
ミ
ミ
箋
ミ
ミ
墨
、
、
ミ
寒
菱
ミ
塾
ミ
ミ
隔
ミ
ミ
藝
ミ
ミ
議
ミ
§
辱
ミ
ミ
議
奪
ミ
聖
ミ
ミ
妻
ミ
ミ
璽
ミ
ミ
壺

乎
諾
難
鞭
脚
会

忘
れ
ら
れ
な
い
残
雪
の
山
々

村山節子さん

　
平
標
山
。
ぜ
ひ
登
り
た
か
っ
た
山

の
一
つ
だ
っ
た
。

　
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
季
節
に
は
．
、
ま
だ

少
し
早
か
っ
た
が
、
素
晴
ら
し
い
青

空
、
澄
み
き
っ
た
空
気
、
残
雪
の
山

々
…
…
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
と
な
っ
た
。

　
頂
上
か
ら
周
辺
を
眺
め
る
…
…
人

間
本
来
の
や
さ
し
さ
を
取
り
戻
し
た

よ
う
な
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち
に
な

る
。
素
晴
ら
し
い
瞬
間
で
あ
る
。
一

歩
一
歩
汗
を
流
し
な
が
ら
歩
き
さ
え

す
れ
ば
必
ず
頂
上
に
着
く
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
一
九
八
三
年
に

一
九
八
三
材
の
平
標
山
へ
の
登
山
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
不
安
を
も
ち
、
つ
い
途
中
で
何
回

と
な
く
引
き
帰
そ
う
と
思
い
な
が
ら

も
何
ん
と
か
頂
上
に
着
い
た
時
の
感

激
、
そ
の
気
分
は
最
高
で
し
た
。

　
ま
た
の
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
是
非

参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
挑
戦
に
意
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
郎
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
銃
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
四
季
折
々
の
自
然
の
中
で
、
心
身

を
鍛
え
な
が
ら
、
山
登
り
の
原
点
と

未
来
を
模
索
し
て
い
る
の
が
、
私
達

の
会
で
す
。

　
無
事
故
、
無
違
反
を
最
大
の
誇
り

に
し
な
が
ら
、
登
山
、
市
民
ハ
イ
キ

ン
グ
、
山
菜
取
り
、
ス
キ
ー
な
ど
の

活
動
を
会
員
の
担
当
制
を
決
め
て
行

っ
て
い
ま
す
。

　
例
会
は
、
月
に
一
回
、
十
日
町
市

公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
個
性
的
な
仲
間
が
多
く
、
そ
れ
だ

け
に
楽
じ
い
グ
ル
ー
プ
と
い
え
ま
す
。

　
軽
沢
の
山
荘
「
か
れ
ぞ
う
山
荘
」

は
、
春
の
山
菜
、
秋
の
き
の
こ
、
新

緑
に
紅
葉
に
、
ま
た
夏
の
健
康
づ
く

り
、
グ
ル
ー
プ
の
会
合
と
多
く
の
人

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
（
申
込
み

窓
口
は
、
本
町
四
の
井
筒
屋
商
店
）

初
参
加
…
気
分
は
最
高村武寿之さん

　
急
に
誘
わ
れ
て
気
が
の
ら
ぬ
ま
ま

・
の
初
参
加
で
し
た
。

岡田　勲さ

　
私
は
本
格
的
な
登
山
は
今
回
が
初

め
て
で
し
た
の
で
、
多
少
の
不
安
は

あ
り
ま
し
た
が
、
絶
好
の
天
候
と
、

一
緒
に
登
山
さ
れ
た
経
験
豊
富
な
先

輩
た
ち
の
お
か
げ
で
、
最
高
の
登
凛

と
な
り
ま
し
た
。

　
目
標
へ
到
達
し
た
時
の
喜
び
を
、

あ
ら
た
め
て
実
感
し
、
こ
れ
か
ら
も

機
会
あ
れ
ば
、
ま
た
挑
戦
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

蔦

おもな行事予定
あすなろ会

山路野会

月 あすなろ会 山路野会
6 小松原・妙高 巻　　　　機

7 谷川・市民ハイク 谷　　　　川

8 穂高、越後三山、荒沢 北アルプス

9 大　源　太　山 市民ハイク
10 鳥甲、平ヶ岳 会津駒ヶ岳
11 清　　津　　峡

12～3 スキー・冬山 スキー・赤城山

『「『　□
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■7月17日（日）午後0時20分～
　　　　　　　　　　（開場午前8時）、

■市営笹山野球場一小雨決行一

■入場整理券

特別内野席 内野席 外野席

前売券

大人（鍛学圭〉 　　　　円
2，000

　　　　円
1，000

　　　円

300

小人（小学生〉
　　　　円
1，000

　　　円

500
　　　円

300

当日券

大　　　人
　　　　円
2，500

　　　　円
1，300

　　　円

500

小　　　人
　　　　円
1，500

　　　円

800
　　　円

500

※前売状況により当日券が無くなる場合があります。

■前売券は％（土〉から市体協加盟団体、体育館、体育課

　で取り扱っています。

ロ主催　十日町市体育協会・十日町市教育委員会

ロ主管夕83イースタンリーグ公式戦、巨人・西武十日町試合実行委員会

県民スポーツの日ゲートボール中越予選で姿稔り会優勝！

％（幻与板町で開催された中越地

区ゲートボール予選会で稔り会

が見事優勝。％の県大会に出場

しました。

　　　　　　　　　　コ監督…小林勝平主将…保坂鉄次

選手…大島　辰義・保坂　酉造

　　松下亀太郎・保坂菊次郎

体育・スポーツコーナー

●体育課（盈7－3111内326）

●市民体育館（暦7－5208）

■期日～7月1日～8月中
■会場～市営グラウンド、信濃川運動公園野球場

■参加資格～市内在住の一般市民で、中学・高校生を除く

■申込先～大会事務局（学校町1、市民体育館内）

■申込締切～6月20日（月）※申込用紙が事務局にあります。

■組合せ抽選～6月22日㈲午後7時半～市民体育館

■期日～7月3日（日）午前9時15分～

　　　　（受付8：45～　開会式9：00～）

■会場～市民体育館

■競技方法～個人戦とし、トーナメント方式とする

　　　　　　　　Aクラスの部
　　　クラス＜
　　　　　　　　Bクラスの部…初心者クラス

■対象～市内在住または勤務している女性（高校生以下除く）

■申込み～％㈲までに市民体育館内婦人卓球大会事務局に

　　　　申込んでください。

　　　主催：市教育委員会　主管：市卓球協会

　市教育委員会では、下記の要項で市民プールの監視等を行う

アルバイトを募集します。

◆資格…大学生以上の健康な男子で、泳げる人

◆期問…7月10日～8月31日

◆募集人員…若干名（％～％まで勤務可能な人を優先します。）

◆申込先…〒948十日町市千歳町3－3

　　　　　　　市教育委員会体育課市民プールアルバイト係

　　　※体育課に申込用紙がありますので、所定の申込用紙

　　　　に必要事項を記入の上申し込んでください。

　　　※採用する人には、後日連絡します。

◆申込締切…6月30日㈲必着

◆勤務条件等…その他の詳細につきましては、市体育課に問い

　　　　　　合わせてください。

■期日～6月29日休）午前9時～（雨天の場合は％）

■会場～青少年野外スポーツセンター

■参加資格～市内在住の60歳以上の人

■参加制限～1チーム5名で、同一人が2チーム以上の出場不可

■申込み～％（月）午後5時までに大会事務局（市役所体育課），

　　　に所定の申込用紙にて申込むこと。

　　　主催：市教育委員会・市老人クラブ連合会
　　＜、　　　　　　　　　　　　　　　〉
　　　王管：市体育課・市体育指導委員会

■期日～％～17　　■会場～市民体育館

〈グルーブ紹介〉バスケットボール十日町クラブ（女子）

　部員数は8名と少ないクラ

ブですが、1日の仕事を終え

気楽に仲間が集まり、コート

いっぱいに走り、いい汗を流

しているクラブです。全国的

には婦人バスケットボール大

会も開催されているように、

室内球技の中でも、どちらか

というと派手さはありませんが、苦しいだけのスポーツではあり

ません。県の青年大会だけの活動から、今は仕事の余暇のスポー

ツとして、取り組んでいます。練習は火・金曜日十中で、水曜日

は市民体育館で夜7時半からやっています。バスケに興味ある人

はぜひ入会を〃。（代表　袋町山田真一さん）
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六
月
十

二
日

（騨

塁
丁

如
〃

（
B
S
N
T
V
朝
八
：
一
五
～
八
：
三
十
）
の
中
で
、
地

第38回県展の審査が5月17日に行われ、写真部門で原の生越久雄さ

んの作品「父と母」が見事県展賞を受賞しました。

また、5部門でつぎの方々が入選しました。　（敬称略）

　　　　　　．，，羅『：翻和ll羅灘1

県展賞・生越久雄「父と母」

入場料 優待料

一　　　般 300円 250円

学　　　生 200円 150円

中・小学生 100円 50円

藤貴久（四日町）桑原晴一
　（新座）滝沢洋三郎（本町）

■工芸　柳一夫（高島）

■書道　宮静姻（丸山町）岩
田香姻（本町）塩川白椿（宇

都宮）山内蓮子（本町）

■写真　梧沢政二（中条）竹

内賢二（川治）中条誠（川

原町）湯沢喜一（本町）高

橋憲一（高田町）樋口信二

　（高田町）内田道幸（西本
町）根津義広（中条）山本貴

一（中条）池田健一（中条）

県展・十日町展は7月1圖働～7日㈱

⇔時問　9：30～18：30⇔会場クロス10十日町
　（7日は16：00まで）

唖画（運画唖動魎⑫直蟄璽
　　◇入場券　　　優待券は市公民館（本館・地区
　　　　　　　　　　館）、博物館、市役所（市民生活
　　　　　　　　　　課窓口）、クロス10十日町、市内
　　　　　　　　　　各書店にあセ）ます。
　　　　　　　　　　主催・新潟日報社、県教育委員
　　　　　　　　　　　　会、市教育委員会

市展ポスターを募集中〃
域●内容市展ポスターにふさわしいもの
産（1）大きさB3版（大洋紙の4分の1、約39cm×54cm）
業

の（2）色使用色は3色以内
振（3）使用文字「第16回」「市展」
興　●締切　日　6月30日休）
を
め●宛　先十日町市公民館市展係
ざ　　　　　　　　　（〒948＋日町市学校町智7－5011番）
す　・●賞金．発表　入選ユ点1万3千円　佳作数点賞品
ク
ロ　　　　　　　　　入選作品は「第16回市展ポスター」として印刷し、市

車
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

　
十
日
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
　
　
を
問
い
ま
せ
ん
。
登
録
を
し
て
お
い

ロ
ー
で
は
、
身
障
者
の
足
と
な
る
車
　
　
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
出
来
る
範
囲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
呼
び
か
け
　
　
内
で
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
登
録
者
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
車
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
市
内
の
各
　
　
保
険
の
登
録
（
無
料
）
も
行
わ
れ
ま

施
設
な
ど
に
通
う
身
障
者
の
朝
夕
の
　
　
す
の
で
、
安
心
し
て
奉
仕
の
仕
事
が

送
り
迎
え
、
身
障
者
の
外
出
の
手
伝
　
　
で
き
ま
す
。

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
送
迎
等
の
お
　
　
　
市
民
一
人
一
人
が
、
互
い
を
思
い

手
伝
い
を
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
　
　
あ
う
温
か
い
心
を
！
登
録
申
込
み
、

　
地
域
が
広
く
、
公
共
輸
送
の
不
便
　
　
問
い
合
せ
は
、
十
日
町
市
役
所
内
十

な
十
日
町
市
で
は
、
車
ボ
ラ
ン
テ
ィ
　
　
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
十
日
町

ア
の
二
i
ズ
は
、
非
常
に
高
い
も
の
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
：
ロ
ー
ま
で

が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
智
七
ー
三
二
一
内
線
一
三
二
番
）

　
実
際
の
活
動
は
、
定
期
、
不
定
期

ス
ー
〇
十
日
町
の
模
様
が
県
内

軍㊥●

内に掲示します。

行こう！見よう！未来の新潟

　7月1日㊧～8月31日⑳
テーマ・新潟の新しい飛躍と可能性を求めて

藷★前売入場券発売中

盆
墾
究

－　　　　士
目り　冗 当　日

大　　　人 1，200円 1，500円

高　校　生 800円 1，000円

小・中学生 500円 600円
幼児（朗雫） 200円 300円

■ ■
■ ■

…6月15日まで
●前売券発売所…十日町市役所、商

　工課、博物館、各公民館

豪華商品が当たる描選番号付

　描選日・6月30日休）

3
…
…
ク ロス10オープン記念……

6月18日（±）～26日（日）毎日9時～18時

会場／クロス10十日町2階展示ホール
入場料／一般500円、中高生200円（団体割引あ1））

平山郁夫

■
主
催
…
働
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー

■
後
授
…
十
日
町
市
、
十
日
町
商
工
会
議
所
、

　
　
　
　
十
日
町
織
物
工
業
組
合
ほ
か

記念講演とシルクロード映画会

日時6月18日（上）午後2時～4時

講師平山郁夫画伯

会場クロス102階大ホール

映画平山郁夫とシルクロード（16ミリカラー40分）

入場料　一般200円　中高生100円

整理券発売所　クロス10十日町受付

　　　　　平山画伯は、昭和34年の院展に「仏教伝
舞幽郁夫　来、を出品、以来、玄奨三蔵の求法の道
ヲ日ヲィール
　　　　　に沿った作品を描き続け、やがてそれは
東西文化交流の道、シルクロードヘとつながり、20年間に

40回にも及ぶシルクロードの現地取材をもとに描いた作品

は、シルクロード連作としてあま1）にも有名です。

また、東京芸大教授として多忙な中で、奈良・薬師寺の

壁画制作のため、インド・パキスタン・ネパール・カシミ

ール地方への集中的な取材をおえて、いよいよ制作に着手

することになっています。

　「一「



12）とお』厚詐3昭和58年6月10日

■
　
・

　
五
月
一
日
に
下
水
道
が
供
用
開
始

さ
れ
、
各
家
庭
か
ら
の
汚
水
を
下
水

管
に
接
続
す
る
工
事
が
、
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
は
、
資
格
登
録
を
受
け

た
責
任
技
術
者
等
の
い
る
指
定
工
事

業
者
で
な
い
と
施
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
責
任
技
術
者
等
の
資
格
登
録

を
受
け
る
た
め
の
試
験
を
つ
ぎ
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

試
験
の
種
類
　
一
、
責
任
技
術
者
試

験
、
二
、
主
任
配
管
工
試
験

試
験
日
　
六
月
二
十
八
日
（
火
）

午
前
九
時
…
責
任
技
術
者
試
験
、
、
午

後
一
時
…
主
任
配
管
工
試
験

会
場
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

て
や
ロ
ヤ
も
ヤ
ロ
も
ロ
む
セ
ら
ロ
し
ヨ
ヘ
ほ
ヤ
ロ
し
ヨ
ら
ロ
リ
ロ
ら
じ
ち
じ
ら
じ
ヤ
ロ
し
ほ
も
ほ
ら
じ
し
し
し
じ
も
べ

酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膚

酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仰

…
十
日
町
病
院
小
児
科
…

耀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

曜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

“・

　
か
ら
の
お
知
ら
せ
㎜

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

　

．
　
十
日
町
病
院
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
㎜

　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

㎜
乳
児
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
皿

釧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擢

…
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
僧

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

“一

　
　
検
診
を
行
う
日
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餅

｝。

毎
週
火
曜
日
　
　
　
　
　
　
㎜

卿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

．
受
付
　
午
後
一
時
～
三
時
　
　
　
㎜

　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

”
診
察
　
午
後
一
時
三
十
分
～
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
担
当
医
師
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

皿
十
日
町
病
院
小
児
科
医
長
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

㎜
　
　
　
　
　
阿
部
好
正
先
生
　
　
皿

響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擢

副
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摺

夕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇

緊
噺
亀
・
ー
・
隔
馬
o
・
o
・
麹
・
亀
・
隔
・
1
・
1
㌧
亀
・
睡
・
亀
・
麹
・
陰
、
陰
、
1
、
1
、
1
隔
1
、
1
、
し

．
－
－
　
　
F
－
尊
隔

申
込
み
受
付
　
六
月
十
一
日
～
十
七

日
。
試
験
手
数
料
を
添
え
て
下
水
道

課
へ
（
受
験
申
請
書
は
下
水
道
課
に

あ
り
ま
す
）

試
験
手
数
料
　
責
任
技
術
者
…
千
円

　
主
任
配
管
工
…
七
百
円

合
格
発
表
　
七
月
一
日

受
験
準
備
講
習
会
　
六
月
二
十
日

そ
の
他
　
テ
キ
ス
ト
な
ど
の
資
料
は

受
験
申
込
時
か
講
習
会
の
当
日
配
布

し
ま
す
（
実
費
千
円
）
。
受
験
資
格
、

試
験
科
目
な
ど
詳
細
は
下
水
道
課
管

理
係
（
盈
七
－
三
一
二
番
内
線
二

五
一
）
へ
。

國
圏
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は

國
團
　
　
　
届
出
を
す
み
や
か
に

　
老
齢
年
金
や
、
障
害
年
金
な
ど
を

受
け
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
場
合

「
国
民
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を

十
四
日
以
内
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
死
亡
し
た
人
が
受
け
取
っ

て
い
な
い
年
金
が
あ
る
と
き
は
、
遺

族
の
方
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
「
国
民
年
金
未
支
給
請
求
書
」

を
遺
族
の
方
に
よ
り
、
す
み
や
か
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
請
求
で
き
る
遺
族
は
次
の
と
お
り

で
、
受
け
ら
れ
る
順
序
も
同
じ
で
す
。

①
配
偶
者
　
②
子
　
③
父
母
　
④
孫

⑤
祖
父
母
　
⑥
兄
弟
姉
妹

　
「
届
」
を
し
な
い
で
、
年
金
を
受

け
取
っ
て
し
ま
う
と
、
あ
と
で
返
納

し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
　
「
届
」
は
す
み
や
か
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
届
出
に
は
、
印
鑑
、
年
金

証
書
、
住
民
票
等
が
必
要
と
な
り
ま

す
。　
国
民
年
金
に
つ
い
て
、
不
明
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
役
所
年
金
係

（
智
七
－
三
一
一
一
番
、
内
線
一
四

二
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
職
員

　
上
級
試
験
実
施

　
県
人
事
委
員
会
で
は
、
五
十
九
年

四
月
採
用
の
上
級
試
験
を
つ
ぎ
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
六
月
二
十
日
ま
で

六
月
は
河
川
愛
護
目
間

　
河
川
バ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
や
工
場
排
水
の
監
視
を
強
化
し
ま
す
。
河

川
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
よ
う
。

　　　　．綿
㌧Yゆ気〆雨

も1．￥

｝
ヒ
あ
。
め
ー
る
〔
‘

／、三く％’

　　8，旨
梅
雨
9
ん
塾
・

も黛夏、怯

一
次
試
験
日
　
七
月
十
七
日

職
種
　
一
般
行
政
、
土
木
、
農
業
土

木
、
農
業
、
林
業
、
獣
医
師
、
管
理

栄
養
士
、
保
健
婦
、
化
学
…
若
干
名
。

受
験
資
格
　
昭
和
二
十
九
年
四
月
二

日
か
ら
三
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
。

受
験
手
続
き
な
ど
　
受
験
申
込
用
紙

の
請
求
な
ど
お
問
い
合
せ
は
、
県
人

事
委
員
会
事
務
局
（
〒
九
五
一
、
新

潟
市
一
番
堀
通
り
町
、
県
庁
分
館
内
）

　
※
用
紙
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合

は
、
七
十
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

学
卒
求
人
受
理

　
　
　
説
明
会
開
催

　
来
春
三
月
、
新
規
学
校
卒
業
者
を

対
象
と
す
る
受
付
が
七
月
一
日
か
ら

開
始
さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

こ
れ
に
伴
う
求
人
申
込
み
の
手
続
き

な
ど
の
説
明
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
六
月
二
十
日
、
午
後
二
時

会
場
　
ク
ロ
ス
m
十
日
町

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
六
月
十
三
日
㈲
　
午
前
九
時
～

正
午
　
本
町
七
－
一
、
本
町
七
－
二

四
日
町
第
三
の
各
一
部
、
三
和
町
の

全
部
、
▼
六
月
十
六
日
㈲
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
江
道
、
猿
倉
、
津

池
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
の
全
部
、

▼
六
月
二
十
日
㈲
、
午
前
九
時
～
正

午
　
春
日
町
三
、
桜
木
町
、
美
雪
町

一
、
美
雪
町
二
、
美
雪
町
三
、
錦
町

一
、
高
山
第
二
の
各
一
部
　
錦
町

二
の
全
部
　
▼
六
月
二
十
二
日
㈲

午
前
九
時
～
午
後
一
時
、
新
宮
第
一

新
宮
第
二
、
小
黒
沢
の
全
部
　
▼
六

月
二
十
八
日
㈹
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時
、
高
島
第
一
、
高
島
第
二
の
全

部
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
電
気
友
の
会
（
代
表
根
津
百
合

子
）
　
二
万
四
千
二
百
三
十
五
円
、

▼
稲
荷
町
三
南
綱
引
き
同
好
会
　
三

千
円
、
▼
角
山
カ
ズ
子
　
千
五
百
円
、

▼
老
人
ク
ラ
ブ
知
足
会
　
四
千
円
、

▼
長
楽
会
　
二
千
円
、
▼
旭
翔
会

千
二
百
円
、
▼
羽
根
川
荘
利
用
者
一

同
、
三
千
二
百
三
十
五
円
、
▼
㈱
田

倉
三
万
五
千
四
百
円
、
▼
松
岡
嘉
帳

久
峰
（
関
口
町
）
　
三
万
円
、
▼
関
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

口
四
郎
（
昭
和
町
）
　
五
千
円
、
▼
基

服
部
豊
作
（
笹
ノ
沢
）
　
二
千
円
　
※

香
典
返
し
　
　
　
　
　
劫

　
▼
田
村
喜
一
（
昭
和
町
一
）
　
十
6ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

万
円
、
高
橋
康
之
（
本
町
四
）
五
＋
4
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円
、
▼
上
村
治
三
郎
（
美
雪
町
三
）
女

三
万
円
、
▼
保
坂
道
広
（
山
口
同
田
町
一
二
ん

東
）
五
万
円
　
　
　
　
　
　
　
66

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
久
慈
市
火
災
見
舞
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

　
▼
関
口
四
郎
（
昭
和
町
）
　
五
千
男

円
▼
羽
鳥
（
川
治
）
　
二
千
円
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
』
岱
2
7

渉
ヒ
が
2
　
齢
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
県
議
選
、
市
長
・
市
議
会
議
員
“

選
と
続
い
た
春
の
統
一
地
方
選
挙
の
口

あ
と
を
受
け
て
、
参
議
院
議
員
選
挙
杁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ロ
ヨ

の
真
っ
最
中
で
す
．
真
っ
最
中
と
い
推

っ
て
も
、
今
回
か
ら
全
国
区
が
拘
束
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
簿
式
比
例
代
表
選
挙
に
な
っ
た
た
ー
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
か
、
も
う
ひ
と
つ
盛
り
あ
が
っ
て
ー

い
ま
せ
ん
．
　
　
　
　
　
　
数

　
市
民
が
自
分
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
帯

選
挙
は
、
民
主
々
義
の
最
も
基
本
的
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

な
権
利
で
あ
り
義
務
で
も
あ
り
ま
す
．
勢

　
新
形
式
の
選
挙
だ
か
ら
こ
そ
、
真
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
■

剣
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
㌧
ま
す
。

人口48，952人（6月1日現在）


